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前年度の10月からスタートした 

教育用のDocker入門コンテンツの開発 

ドラフト版が3月に完成 
↓ 

4月まで、各方面にレビューをお願いした 
そして、コメントをいただいた
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”大学の講義や講演会などでスクリーンに提
示するスライド資料ならこれでよいでしょう
（口頭あるいは板書で補足説明するから．
受講生はそれを聞いてメモできるから） 
しかし，オンライン教材として単体でみる
と，これだけで内容が伝わるかどうかはき
わめて疑問です． 
「文章が多いと読んでもらえない可能性があ
る」という配慮のようですが，読んでもらえ
ても意味が伝わらなければ，けっきょく
「？？？」となってしまい，意義がありませ
ん．”
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飯尾教授から、いただいたコメントの一部
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下記を意識した各スライドに数行追加でコンテン
ツの精度をあげる作業を5月から7月まで実施 

・「何をやっているのか」 
・「何がどうなっているのか」 
・「何のためにやるのか」 

コンテンツを修正作業開始
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コンテンツの確認など再度チェックを行い 

コンテンツ完成！！ 

教育コンテンツのイメージはDockerHubで配布 
※OSS推進フォーラムクラウド技術部会のサイトから
DockerHubへのリンクを記述しています。
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Docker Hubへ公開しました☆ 
↓ 

https://hub.docker.com/r/japanosspromotionforum/
irohaboard-docker-intro
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https://hub.docker.com/r/japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro
https://hub.docker.com/r/japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro
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Docker HubのOSS推進フォーラム
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ここをクリック！！

dockerhubからインストールするコマンドをコピー 
docker pull japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro

ここをクリック！！

ここをクリック！！ここをクリック！！
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コンマンドプロンプトで 
$ docker pull japanosspromotionforum/irohaboard-
docker-intro 

Using default tag: latest 
latest: Pulling from japanosspromotionforum/
irohaboard-docker-intro 
acc54fb4a22a: Pull complete  
e8a37a6db25e: Pull complete  
d8949421b595: Pull complete  
b00fb8828f14: Pull complete  
8f47e4e8666c: Pull complete  
086939d697db: Pull complete  
Digest: 
sha256:5c1729390983b8b9d38fa4111a7b66325b7406bcfc7eb9
93f8c8171fc8b7216a 
Status: Downloaded newer image for 
japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro:latest
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起動(run)コマンド 
※コンテナ名、ポート番号は適宜変更してくださ
い。 
 
# docker container run -itd --name コンテナ
名 -p ポート番号:ポート番号 
japanosspromotionforum/irohaboard-docker-
intro 

管理者でログインしてください 
ID/passwd：「admin/adminadmin」　
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例） 
# docker container run -itd --name ossteam2 -p 80:80 
japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro 

$ sudo su - 
Password: 

# docker container run -itd --name ossteam -p 
80:80 japanosspromotionforum/irohaboard-docker-
intro 

b08f9d393c444e7eb182c63b8c6e454aa6f04b1eb86db9ca
6ef9eda3e0f2d2c0
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Demo
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ログイン画面 
管理者でログインしてください 
ID/passwd：「admin/adminadmin」　
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受講するユーザー（または管理ユーザ）を作って
ください　
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ここをクリック！！
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一度、受講コースを確認する場合には、コースタ
ブで確認できます。　
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受講コースはここにあります



 18

受講するユーザー（または管理ユーザ）を作って
ください　
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実行画面例(ログイン→コースを選択→コンテンツの選択)
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実行画面例(コンテンツの表示)
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localhostで接続した場合には、デバッグモードになっています。
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localhostで接続した場合には、デバッグモードになっています。
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デバッグモードを解除する場合

Dockerに入る必要があり、

$ sudo su -

Password:


Dockerに入るのに起動しているコンテナIDを調べる

MacBook-Pro:~ root# docker ps -a 

CONTAINER ID        IMAGE                                            COMMAND                  CREATED             STATUS              PORTS                
NAMES

b08f9d393c44        japanosspromotionforum/irohaboard-docker-intro   "/sbin/start_iroha.sh"   3 hours ago         Up 3 hours          
0.0.0.0:80->80/tcp   ossteam


コンテナIDを使ってコンテナに入る

MacBook-Pro:~ root# docker exec -it b08f9d393c44 /bin/bash

[root@b08f9d393c44 /]# 
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localhostで接続した場合には、デバッグモードになっています。
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デバッグモードを解除する場合

入ったコンテナのCakePHPのconfig内にあるcore.php内の記述を変更する

cd /var/www/html/Config/

 vi core.php 

 

ーーー抜粋ーーー

/**

 * CakePHP Debug Level:

 *

 * Production Mode:

 * 	 0: No error messages, errors, or warnings shown. Flash messages redirect.

 *

 * Development Mode:

 * 	 1: Errors and warnings shown, model caches refreshed, flash messages halted.

 * 	 2: As in 1, but also with full debug messages and SQL output.

 *

 * In production mode, flash messages redirect after a time interval.

 * In development mode, you need to click the flash message to continue.

 */

	 if($_SERVER['SERVER_NAME']=='localhost')

	 	 Configure::write('debug', 0);

ーーー抜粋ーーー

ここの数字を”0”にするとデバッグモードを解除できる
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次年度のコンテンツは
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次年度の検討を行った 
2019年度の活動
2018-2019年度の次のDockerコンテンツについて議論を
行った
複数のコンテナの運用管理としての教育用のコンテンツを作ることとする
拡張性のあるコンテナ運用までできることがわかるように、クラスタについ
ては触れるところまでコンテンツ作成を目指す
次は、複数のコンテナを運用管理することができるようにする。（クラスタ
までは時間が足りない、さわりだけでも記述することで自動で拡張などの
サービスができることを知ってもらう）
8月までは、チーム2のメンバー間のレベルがバラバラなので、半年かけて教
育を行い、Dockerについての知識レベルを底上げしてからコンテンツ作成を
行う
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まとめ
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2018年度の活動
2018-2019年度の次のDockerコンテンツについて議論を行った

目標
　  今まで、コンテナなどを利用したことのない我が国の  
     ベンダーが、コンテナの活用や複数のコンテナを管理  
     しながらサービスを提供するといったビジネスモデルへ  
     パラダイムシフトを起こせるようにすることで、IT産業 
     の底上げを目指す

範囲の検討
　  Dockerの操作ができるようになるといった入門フェーズ  
     からどこまでを範囲とするかを検討

対象者の検討
　  コンテナを使ってみたいがやり方がわからない技術者  
     もしくは管理者とする
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せっかくなので利用している
国産OSSのLMSの宣伝を
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ちょっと違うコンテンツなど
作って使ってみたい 

チーム2では、iroha Boardが 
簡単に立ち上がるように
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★irohaBoardをDockerにして公開中！！ 
https://qiita.com/tksarah/items/575c144c12499c0c7ec8 
★コマンド一つ立ち上がります 
★docker run -itd --name irohaboard -p 80:80 tksarah/irohaboard 
★管理者として初期ログインは、ID：root　Password：irohaboard 
注意：Docker入門のコンテンツは入っておりません
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https://qiita.com/tksarah/items/575c144c12499c0c7ec8
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ありがとうございました


